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毎月10日・25日
福岡‖県遠賀部

水　巻　町　発　行

た
　
の
　
し
　
か
　
っ
　
た
一
日

お

泊

り

保

育

…

第

一

保

育

園

七
月
十
八
日
、
水
巻
町
立
第
一
保
育
園
で
は
、
年

長
組
の
合
宿
保
育
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
保
育
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
の
保
育
と

異
り
、
時
間
外
の
生
活
の
中
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
来
春
卒

園
す
る
子
に
対
し
て
、
協
調
性
を
養
う
と
と
も
に
自

律
の
自
信
を
与
え
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す

が
、
園
児
た
ち
は
保
育
園
で
の
初
め
て
の
お
泊
り
保

育
を
、
思
う
存
分
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

検
察
審
査
会
へ

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
を
う
け
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
も

っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う

い
う
方
は
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し

な
い
で
検
察
審
査
会
に
相
談
く
だ
さ

い
。犯
罪
を
告
訴
、
曹
発
し
た
人
や
犯

罪
に
よ
っ
て
害
を
う
け
た
人
で
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
方

は
だ
れ
で
も
審
査
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
立
て
費
用
は
無
料
で
、
く
わ
し

く
は
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
（
小

倉
北
区
金
田
一
丁
目
福
岡
地
裁
小
倉

支

部

内

竃

5

6

1

・

3

4

3

1

）

に

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
事
務
局
に
申

立
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　曜　在　宅　医

7月27日　森田医院　内・児科　樋口　691・0616

8月3日　永松医院　耳鼻科　頃末　691・0386

10日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

17日　中村医院　内・児科　下二　691・5820
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一
汗
け
ｌ
ｌ
Ｈ
蓬
浮
け
廿
迂
達
猛

子どもたちは夏休み、海や山は家族、あるいはグループでいっぱいになります。

しかし、たのしいはずのこの季節も、一面では少年の非行化・性犯罪・水の事故

交通事故などが多発する時期でもあります。

夏をたのし．く過すためにも、みんなの注意でこのような事故を起きないよう心が

けましょう。

車
　
の
　
運
　
転

貞
ｉ
Ｉ
．
“
劃
Ｈ
嘉
1
．
≡
Ｈ
Ｈ
一
ｌ
Ｊ
ｔ
ｌ
Ｈ
＝
“
室
り

ま

ず

体

調

を

整

え

て

か

ら

夏
は
暑
さ
の
た
め
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
、
い
ら
い
ら
運
転
や
居
眠
り
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
運
転
者
は
十
分
睡
眠
を
と
っ
て
体

調
を
整
え
、
「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
」

「
無
理
な
追
越
し
」
な
ど
を
や
め
、
安

全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に
は
子
ど
も

の
戸
外
で
の
活
動
が
多
く
な
り
、
小
中

学
生
の
自
転
車
事
故
や
、
高
校
生
の
バ

イ
ク
の
事
故
も
増
え
ま
す
。
こ
ど
も
に

は
、
自
分
に
あ
っ
た
自
転
車
を
選
ば

せ
、
交
差
点
な
ど
で
は
必
ず
一
時
停
止

の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
防
止

一
〇
〇
日
作
戦
展
開
中

折
尾
警
察
署
管
内
の
六
月
現
在
で
の

交
通
事
故
発
生
件
数
も
三
五
五
件
、
死

者
数
八
人
、
傷
者
数
四
六
六
人
と
多

で
・

1

ヽ

　

　

　

ｌ

く
、
死
者
数
は
昨
年
同
期
よ
り
二
名
増

加
し
、
県
下
三
九
地
域
の
中
で
五
感
目

と
、
事
故
件
数
が
増
加
し
っ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
折
尾
署
で
は
、
こ
の

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、

事
故
防
止
一
〇
〇
日
作
戦
を
展
開
中
で

す
。住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

今
年
の
十
月
一
日

か
ら
全
国
い
っ
せ
い

に
国
勢
調
査
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
．

国
勢
調
査
は
、
統

計
法
に
も
と
づ
い
て

行
な
わ
れ
る
国
の
も

っ
と
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
調

査
の
実
施
に
あ
た

り
、
調
査
員
を
募
集

堅′芦昔巳

調査員を募集
し
ま
す
。

調
査
員
を
希
望
さ

れ
る
万
は
、
役
場
企

画
開
発
課
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
調
査
期
日
　
9
月

2

4

日

～

1

0

月

5

日

◎
募
集
人
員
約
6
0
名

◎
募
集
締
切7

月

3

1

日

性
犯
罪
の
防
止

気
を
つ
け
よ
う

甘
い
こ
と
ば
と
暗
い
道

少
年
の
非
行
化
防
止

夏
休
み
は
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
学

校
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
時
間
が
多
く

な
り
、
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
わ
ず
か
の
誘
惑
か
ら
少
年

が
非
行
に
走
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

す
す
。こ
の
少
年
の
非
行
化
を
防
ぐ
た
め
に

◎
規
則
正
し
い
生
活
と
親
子
の
対
話
を

◎
地
域
み
ん
な
で
少
年
を
非
行
か
ら
守

ろ
う
。

◎
こ
ど
も
の
交
友
関
係
や
行
動
、
生
活

態
度
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

◎
口
実
を
も
う
け
、
夜
間
外
出
や
外
泊

を
し
た
が
る
と
き
は
よ
く
注
意
を

◎
非
行
や
危
険
な
運
び
を
見
か
け
た
と

き
は
「
愛
の
芦
か
け
」
を

夏
に
な
れ
ば
解
放
的
・
露
出
的
な
生

活
環
境
か
ら
性
犯
罪
が
増
加
し
ま
す
。

特
軋
最
近
の
性
犯
罪
は
車
を
利
用
し

た
も
の
が
多
く
、
犯
行
の
手
段
、
方

法
も
悪
質
に
ま
た
、
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
◎
知
ら
な
い
男
の
革
に
は
絶
対
に
乗
ら

な
い
。
誘
わ
れ
て
も
、
は
っ
き
り
と

▲
ｒ

Ｐ
ｌ
ｒ
．
ふ

都
市
計
画
街
路
の

説
　
　
明
　
　
会

町
で
は
、
か
ね
て
か
ら
都
市
計
画
街

路
の
計
画
案
を
作
成
中
で
し
た
が
、
こ

の
た
び
水
巻
町
都
市
計
画
審
議
会
な
ど

と
協
議
し
て
計
画
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
各
地
区
で
説
明
会
を
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
も
よ
り
の
会
場

で
．
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

説
明
会
日
程
表

7
月
2
8
日
　
机
社
宅
公
民
館

2
9
日

3
0
日

3
1
日

8

月

ｌ

日

4
日201918　8　7　5

日　目　日　日　日　日

頃
末
　
　
ク

立
屋
敷
　
〃

伊
左
座
　
〃

下
二
　
　
ク

み
ず
ほ
団
地
　
〃

ニ

　

　

　

ケ

畠
田
ノ
二
〃

吉
田
ノ
三
ク

吉
田
団
地
　
ク

町
民
会
館

吉
田
ノ
一
公
民
館
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断
わ
り
ま
し
ょ

，
つ
0

◎
女
性
の
夜
道
の

一
人
歩
き
は
さ

け
る
。

◎
お
そ
わ
れ
た
と

き
の
用
心
に

二
一
〇
番
ブ

ザ
ー
〟
を
も
つ

な
ど
、
被
害
防

止
の
た
め
小
さ

◎
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ

け
た
り
、
花
火
を
人
に
投
げ
る
な
ど

の
危
険
な
行
為
を
し
な
い
。

貞

人
工
呼
吸
は
こ
の
よ
う
に

遠
消
が
各
地
区
で
指
導
会

水
難
事
故
の
防
止

な
こ
と
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
事
故
防
止

七
月
か
ら
八
月
は
享
ど
も
の
花
火
遊

び
が
多
く
な
り
ま
す
。
花
火
は
子
ど
も

も
お
と
な
も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
ち

ょ
っ
と
．
の
油
断
や
不
注
意
で
思
わ
ぬ
重

大
事
故
を
引
き
起
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
風
の
強
い
日
、
ま
た
枯
草
そ
の
他
燃

え
易
い
も
の
の
近
く
で
花
火
を
使
用

し
な
い
。

毎
年
七
月
・
八
月
は
、
子
ど
も
の
水

の
事
故
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
昨
年

で
も
、
県
内
で
水
の
事
故
で
な
く
な
っ

た
子
ど
も
は
七
十
一
人
で
、
こ
の
う
ち

四
十
一
人
（
五
十
八
％
）
が
こ
の
時
期

に
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
水
の
事
故
は
一
家
を
悲
し

み
の
底
に
つ
き
落
し
ま
す
。
幼
い
生
命

を
み
ん
な
の
注
意
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

。
保
護
者
は
幼
児
か
ら
常
に
目
を
離
さ

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
近
所
に
危
険
な
用
水
堀
、
川
、
池
な

ど
が
あ
れ
ば
、
危
い
理
由
を
よ
く
教

え
ま
し
ょ
う
。

。
事
故
が
起
き
た
と
き
大
声
で
近
く
の

お
と
な
に
救
い
を
求
め
る
よ
う
教
え

ま
し
ょ
う
。

遠
賀
郡
消
防
署
は
、
夏

場
の
水
の
事
故
に
備
え
る

た
め
に
と
、
七
月
四
日
か

ら
町
内
の
各
地
区
で
、
だ

れ
に
で
も
で
き
る
人
工
呼

吸
法
の
指
導
を
行
な
い
ま

し
た
。潟
れ
る
人
を
助
け
て
も

事
後
処
理
を
正
し
く
行
な

わ
な
い
と
、
尊
い
生
命
を

な
く
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
指
導
会
に
出
席

し
た
各
地
区
の
ご
婦
人
た

ち
も
熱
心
に
呼
吸
法
を
習

っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
は
、
頃
末
地
区
の

ご
婦
人
た
ち
に
人
工
呼
吸

法
（
マ
ウ
ス
・
ツ
ウ
・
マ

ウ
ス
）
を
指
導
す
る
遠
賀

郡
消
防
署
員
。

保護者の手で

プールをプレゼント

第　3　保育園

水巻町立第三保育園にプ←ルができあ

がりました。

これは、第三保育園の保護者の万たち

が、園児にもすずしい夏を過ごさせたい

という考えと、園児を水の事故から防ぐ

意味で作られたもので、いろんな職業に

携わっている保護者の方たちの協力と努

力で、6月16日から20日間かかった工事

も、7月7日に完成しました。

完成したプールの広さは3メートル4

メ㌧－トルと、小さなプールですが、それ

でも園児は大喜び、

7月21日のプール開きまで待ち遠しい

ようすでした。

（7月14日、プールでの安全を祈って祈
願祭が行なわれました。）

全
国
発
明
く
ふ
う

コ
ン
ク
ー
ル

◇
募
集
部
門

・
一
般
部
門

。
発
明
・
考
案
　
昭
和
4
5
年
1
日
以

降
に
発
明
さ
れ
、
商
品
化
し
て
い
な

い
も
の

。
デ
ザ
イ
ン
　
昭
和
4
6
年
1
日
以
降

創
作
さ
れ
商
品
化
し
て
い
な
い
も
の

・
特
別
部
門
　
心
身
障
害
者
の
生
活
に

役
立
つ
発
明
く
ふ
う

◇
応
募
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

．
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
正
・
副
各

一
部
を
そ
ろ
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い

◇
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
西
久
保
明

舟
町
1
7
発
明
会
館
内
　
社
団
法
人
発

明
協
会
奨
励
課
「
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

◇

締

切

り

　

5

0

年

7

月

3

1

日

、
．
－
ち
‘
三
ｒ
ｌ
ミ
ミ
ー
．
．
主
－
．
・
－
号
．
・
子
．
・
、
ミ
ゴ
ー
．
…
つ
・
一
－
三
．
ミ
・
．
雪
ゴ
ー
云
▼

自衛隊博覧会

と　き：　8月　7　日～　8月10日

ところ：小倉駐とん地（北方）

主な催しもの

0一目でわかる陸・海・空の活動状況の紹介

0航空機、戦車、大砲など実物展示

0訓練演習の実技展示
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愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動

7

月

1

日

～

3

1

日

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
愛

の
血
液
助
け
あ
い
運
動
が
全
国
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
福
な
社
会
生
活
は
お
互
い
の
協
力

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
職
場
災
害
・
病
気

・
交
通
事
故
な
ど
、
い
つ
血
液
が
必
要

に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
と
き
あ
な
た
の
健
康
な
血
液
と
善
意

で
多
く
の
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
ま
す
。

特
に
夏
と
冬
は
日
赤
北
九
州
血
液
セ

ン
タ
ー
で
は
血
液
が
不
足
が
ち
で
す
。

み
ん
な
で
愛
の
献
血
に
参
加
し
、

不
時
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
8
月
8
日
　
1
0
時
～
1
6
時

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

◇
採
血
者
　
日
赤
北
九
州
血
液
セ
ン
タ

血

液

代

金

を

国
　
が
　
補
　
助

国
内
で
の
輸
血
は
す
べ
て
献
血
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
で
は
献
血

者
の
善
意
に
報
い
る
た
め
、
輸
血
費
つ

け
た
患
者
さ
ん
の
血
液
代
金
の
自
己
負

担
分
を
国
が
補
助
し
、
日
本
赤
十
字
社

か
ら
お
返
し
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。血
液
代
金
の
申
請
は
、
申
請
書
に
医

療
機
関
の
証
明
を
受
け
、
日
赤
北
九
州

血
液
セ
ン
タ
ー
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
　
発
行
人

選
挙
へ
の
提
言

国
民
参
政
拓
周
年

普
　
通
　
5
0
　
周
　
年

婦
人
参
政
3
0
周
年

母
子
世
帯
向
け

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

昭
和
5
0
年
度

狩
猟
者
講
習
会

国
で
は
、
選
挙
の
国
民
参
政
8
5
周
年

・
普
通
5
0
周
年
・
婦
人
参
政
3
0
周
年
を

記
念
し
て
論
文
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
応
募
内
容
と
標
環

広
く
選
挙
に
関
す
る
も
の
と
し
、

学
術
的
研
究
あ
る
い
は
自
己
の
実
践

活
動
の
体
験
な
ど
か
ら
、
選
挙
を
明

る
く
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
、
員
体

的
提
言
を
含
ん
だ
も
の
と
す
る
。
頭

領
は
自
由
で
す
。

◇
応
募
校
数
　
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

3
0
枚
以
内

◇
締
め
切
り
　
5
0
年
1
0
月
3
1
日
・

◇
発
　
表
　
5
1
年
1
月
中
旬

◇
送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷

8

　

月

　

の

心
配
ご
と
相
談
日

委
員
会
副
会
長
の
二
村
正
己
弁
護
士
を

招
い
て
相
談
を
う
け
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時

8
月
の
心
配
こ
と
相
談
日
は
次
の
と
　
　
8
月
5
日
　
1
0
時
～
1
5
時

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
　
　
8
月
1
8
日
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
8
月
2
6
日
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

特
に
8
月
5
日
は
北
九
州
人
権
擁
護
　
◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

公
園
1
の
3
市
政
会
館
内
「
普
通
5
0

周
年
記
念
会
」
懸
賞
論
文
係

応
募
条
件
・
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。国
庫
債
券

担
保
貸
付

国
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
り
、
第
四
回
特
別
給
付
金
国

庫
債
券
と
第
五
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
の
担
保
貸
付
け
壷
行
な
い
ま
す
。

貸
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

厚
生
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
昭
和
4
9
年
度
建
築
の
県
営

住
宅
の
中
で
、
母
子
世
帯
向
け
住
宅
の

第
2
次
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
万
は
、
8
月
5
日
ま
で

に
役
場
老
人
児
童
謀
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

昭
和
5
0
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
幡
農
林

事
務
所
林
務
謀
（
暫
9
6
1
・
0
3
4

且
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

団地
名
賂築場所 種別 戸数 家　 賃

入居予定

月　　 日

板付 福岡市
博多区横付

持低 15戸 3，000円 10月上旬

愛宕 飯塚市給田 持低 12戸 3，．000円 11月下旬

開 催 日 講 習区分 会 場 所 在 地 、会　　　 場

8 月9 日 経 験 者 小倉北区大 手町
小倉北警察署

3 階 会議室

8 月20 ・
初 心 者

小倉北区大 門 小倉労働 会館

21 日 1 ～ 6 ～・2 3 階 ホール

8 月30日 経 療 老
八幡東区中央 2 丁 目 北 九州 市勤労者

1～1 （八幡警察署前 ） 全館 大ホー ル

9 月 9 ・
初 心 者 八幡東区 中央 2 丁 目

北九州市勤労 者

10 日 1－1 （八幡 警察 署前 ） 会館 大ホー ル

町
代
表
選
手
に
応
援
を

0

0

月

1
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日

郡
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト

柔
　
道

剣
　
道

遠
賀
高
校
体
育
館

第
1
6
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が
、
8

月
1
7
日
に
遠
賀
町
で
開
か
れ
ま
す
。
全

種
目
に
町
代
表
選
手
が
出
場
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
万
の
多
数
の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

（

◇
日
時
　
8
月
1
7
日
（
日
曜
）

◇
穏
層
と
会
場

帯
轡
ン
｝
遠
賀
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
・
体
育
館

軟
式
庭
球
1
田
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

卓
球
1
島
門
小
学
校
体
育
館

相
撲
1
遠
賀
役
場
前
土
俵

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

水
巻
中
学
校
体
育
館

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

水
巻
動
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

弓
道
1
水
巻
町
弓
道
場

軟
式
野
球
1
芦
屋
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

珠
算
大
会

下
二
町
住
が
優
勝

七
月
六
日
、
町
民
会
館
に
百
七
十
名

の
少
年
少
女
を
集
め
て
、
青
少
年
珠
算

競
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績
（
優
勝
者
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
個
人
の
部
　
四
年
森
正
明
、
五
年
安

部
久
美
子
、
六
年
柴
田
靖
子
、
中
学

ｒ

生
柴
田
弘
子

◇
団
体
の
部
　
四
年
下
二
町
住
Ａ
、
五

年
み
ず
ほ
Ａ
、
六
年
下
二
町
住
Ａ
、

中
学
生
下
二
町
住

◇
リ
レ
ー
競
技
の
郡
　
吉
田
ノ
二

◇
地
区
総
合
　
下
二
町
住

◇
種
目
競
技
の
部

読
上
昇
（
小
学
生
）
行
正
和
子
、
（

中
学
生
）
木
村
由
紀

読
上
暗
算
（
小
学
生
）
槽
広
敏
子
、

（
中
学
生
）
後
藤
千
代
子

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
編
　
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－
4
3
2
1
）

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
岡
　
削
　
合
　
資
　
会
　
社


